
総合建設業・不動産開発業の当社は2003年、都市開発が進み自然が失われる中、地域への恩返しと環境を
守るCSR活動として環境共生をテーマに、創業140周年記念事業として本社敷地内にビオトープを造設。2005年
から毎年刈谷市立富士松南小学校4年生児童を対象にホタルの飼育、幼虫放流会を実施。ホタルの生息条件
でもある水質を追求し、2008年から学区を流れる「逢妻川」の環境学習を開始しました。「感性を鍛える」を活動
理念とし身近な生態系に触れることで、生き物や自然環境に対し、子ども達自らが考え行動する力を養うことを目
的に活動に取り組んでいます。
逢妻川の環境学習は、年間の学校のカリキュラムとして採用して頂きました。川の調査で採取したゴミは「大人

の出したゴミ」と「子どもの出したゴミ」に分別します。圧倒的に多い大人のゴミを見て子どもたちが感じたことを
発表します。ゴミを減らすにはどうしたらいいのか、ゴミが
生き物に与える影響など、子どもたちの「感性」を鍛える
体験教育を行います。指導スタッフには、当社社員のほ
か教師を目指す愛知教育大学生が参加し、環境学習で
の活躍が期待されます。
逢妻川を知ることで環境問題を身近な課題としてとら

え、地域に根差した環境ＥＳＤを企業と学校が連携・協働
して活動を展開しています。これからも単に環境意識を
教える教育ではなく未来ある子どもたちに気付かせる教
育を根底において持続可能な活動を行ってまいります。
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逢妻川の環境ＥＳＤ
～地域の子どもたちと共に「感性」を鍛える～

長野県千曲川水害で、一日の災害ボランティア活動を終えて

コロナ禍のR2年12月に作成の冊子

NPO法人チームみらい中津川市防災市民会議
〒508－0006　岐阜県中津川市落合2649－5
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「感性」を鍛える

川の生き物、ゴミ採取

本会は、2004年の中越地震から活動している防災と災害ボランティアの団体です。2011年の東日本大震災で
は、宮城県石巻市内で総力を上げて活動し、現在もそのご縁を大切にして、復興のお手伝いをさせていただい
ています。その後も全国各地の現場で得られた災害ボランティア
活動の成果や教訓を、地域防災訓練に活かしたり、地域防災の
担い手を自ら育成するため、６年前から中高生を対象とする東海
防災青年塾を一年コースではじめています。また、昨年からは女
性を対象とした東海防災レディースハートも開始いたしました。
昨年末には、コロナ禍の災害後「集団生活できない、集団生活

したくない人のための書き込み式防災個人ノート」を、本会で自
主制作しました。大変好評をいただき、一千部以上が防災教育
啓発に活用されました。
本会では、続編として、小学生向きの防災冊子を現在制作中

です。
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